
公立大学法人沖縄県立芸術大学アドミッションセンター規程 

                              令和３年５月 26日

沖芸大規程第 48 号 

 

（趣旨）  

第１条 この規程は、公立大学法人沖縄県立芸術大学組織規則（令和３年沖芸大規則

第３号）第 15 条第３項に基づき、沖縄県立芸術大学アドミッションセンター（以下

「センター」という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。  

（目的）  

第２条 センターは、沖縄県立芸術大学（以下「本学」という。）における入学者選抜

方法の改善及び入学者選抜の円滑な実施に資するため、本学の入学者受入れの方針

に則した適切な入学者選抜制度の研究開発を行うとともに、学生募集に係る広報活

動等を行うことを目的とする。 

（業務）  

第３条 センターは、前条の目的を達成するために、各学部及び各研究科との連携に

より、次に掲げる業務を行う。 

⑴ 入学者選抜方法の調査研究及び企画・立案に関すること。 

⑵ 入学者選抜に係る点検・評価及び改善に関すること。 

⑶ 学生募集に係る広報活動に関すること。 

⑷ 入学者選抜試験及び大学入学共通テストの実施に関すること。 

⑸ 入学者選抜試験の全学的調整に関すること。 

⑹ 高大接続に関すること。 

⑺ 本学入学試験管理委員会から付託された事項に関すること。 

⑻ その他センターの目的を達成するために必要な業務に関すること。 

（組織）  

第４条 センターは、次に掲げる教職員をもって組織する。  

⑴ センター長 

⑵ 各学部入学試験委員会委員長 

⑶ 各研究科運営委員長 

⑷ 教務学生課長 

⑸ 入学試験担当事務局職員 

⑹ 学長が必要と認める職員  

（任期） 

第５条 前条第６号に掲げる職員の任期は１年とし、再任を妨げない。 ただし、欠員

が生じた場合の補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。  

（センター長）  

第６条 センター長は、センターに関する業務を掌理する。 

２ センター長の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、補欠のセンター長の

任期は、前任者の残任期間とする。 



３ センター長に事故があるときは、センター長があらかじめ指名したものが、その

職務を代理する。 

（運営会議） 

第７条 センターに、沖縄県立芸術大学アドミッションセンター運営会議（以下「運

営会議」という。）を置き、第４条に掲げる教職員をもって構成する。  

（審議事項）  

第８条 運営会議は、次に掲げる事項について審議する。 

⑴ 第３条に掲げるセンターの業務に関すること。 

⑵ その他センターの運営に関する重要なこと。 

（招集） 

第９条 運営会議は、センター長が招集する。 

２ 運営会議構成員の３分の１以上の者からの要求があったときは、センター長は運

営会議を招集しなければならない。 

（会議） 

第 10 条 運営会議に議長を置き、センター長をもって充てる。 

２ 運営会議は、構成員の３分の２以上の出席がなければ、会議を開くことができな

い。 

３ 運営会議の議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決

するところによる。 

（意見の聴取） 

第 11 条 運営会議は、必要があると認めたときは、構成員以外の者の出席を求め、意

見を聴くことができる。 

（議事録） 

第 12 条 運営会議は、議事録を備え、会議の日時、出席者、議事日程及び議決の要旨、

その他必要な事項を記載する。 

２ 議事録は、センター長が保管し、構成員の要求があるときは、これを呈示しなけ

ればならない。 

（庶務）  

第 13 条 センターの庶務は、教務学生課において処理する。  

（雑則）  

第 14条 この規程に定めるもののほか、センターの組織及び運営に関し必要な事項は、

本学入試管理委員会の議を経て、学長が別に定める。  

附 則（令和３年５月 26 日理事長決裁） 

この規程は、令和３年５月 26 日から施行し、令和３年４月１日から適用する。 

附 則（令和５年３月 30 日理事長決裁） 

この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

 


